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さぐる

新世初期ごろから串新世帯期以降につづく他の地殻変動

は陸川造山の名でよばれ審ものあはかな算性格を轟紘

する岳

棚一夏畜第墨縄の地殻讃勤

松本教授(脳?)は購求の酋錦三系が地質の産状や

地質構造などにおいて新篤三累悠射するよ算はむしる

白亜系紀近縁的で勘るζとを指摘され淀.

A北海道の酋欝ゑ藻念濱寓鎧出運動

北海道の古第三系のおもなるものは看狩炭田地域紀

おいて始新統看狩層灘漸新統幌内層灘軸よび紅葉山層

赫釧路一雄別炭坦地方には始新世後幸一漸新世古期の

浦幌層鮮漸新世所期の音別属灘があり蜜花諸所にこ

れらの相当層添細蔭れている抽暁新世の地層にはは

っきりしたものが細勤れない茄鋤1路の東方熔は自醒縄

所期を舎な根室属灘紀自亜紀最末潮または古錦三紀最初

期のダぶアン秘連続していることはすで紀のべ淀.

看狩炭禺では吉篤三系の上に白亜系やより古い地

質系統が衝幽断層でのりζの地殻変動は簿高造山の名

でよばれる｡おそらくジュラ紀以前から白亜紀初期の

地陶斜悠簿劣く茅燃多紀後期淋蔭蜜修愁閏薦地背斜1銚

墨ちく変動恐貞醒系の一部隠愁褒成作用蜜専免孤満

嵩鋤鞘修概滋圭翁懇は変成作用深成傍踊混成

儒踊翻跳関遼じ懇諜繍稼研究瀦狩な細れ彩⑳全貌淋

闘餓舵窪托載満(胞質蔦蕊一渓篤蛾努錦搬圃

⑳胞質麟繭閲蜜参照慈れ施泌)､

衛盗騎鰯憾榮鶏旋盤⑳携導⑳下縫敵玲鉾串次郎博士

(鷲鋤戴溌蒐慈舵淀把祭燕施塗の指剥試りて資

醒系分布地滅恐鋤る太夕張根無地擁で行なわれ花識錐は

看狩層騨⑳炭層を摺鑑じ施泌蛎欝実務あ叡北海道

絶潟獄る賢島造凶は》漕⑳潔階では酉繭鷲奉の偉川褒

動隻は別傾のもの畿恩杉柁慧慧恐はく約しくは鰯べな

い苗弗新統の川端麗な濠は属商裟動の造山運動後潮

の曇勇ツ恕堆積物坐み漆慧れ蕃｡

炭開地域⑳爽炭層は鍛遊恋は擁積輸鰯縮小輸鰯鮒一

機繭醸鐵稚内郷⑳吉窮薫系

北九州から岸部九州熔かけて盲第三系は串新抵初期

の地層と共に炭顕を構成する｡天草地方で熔暁新棋の

天草階のものとして赤臓層嚇ある硅潟も紀海滅に分布

し疑近1助溌ノハシ滝の骨格や伽概獺郷鮒を産出し

て忍れらの一部カ泊亟系淀り花ζ教かはり意りして慧

た咀一般熔わが園では麟1新世の地層ははり書りしてい

ない争四万十帯のよ登な地載を除いて暁新植で獄陵化

養れてい花か凄花は堆積秘行なわれたとしても始新

憧前の地殻変馴はって削剣されてし凄棚花もの潜ろ簑曲

北招よび串部九州の吉策三系には姶新統は下から

有明直方の繭階の順で箆なり中生界や古生界ま淀は

花陶岩を不整合に覆っている.さらにその上には不整

合の関係で漸新世の大辻階筑紫階の順でのってい墨,

蕊の夢あ筑紫階は申新憧初期のものとみる人もある｡

瞭新横初翔⑳飽劇登は下か蔭唐漆芦屋佐世保の

誇階のもの淋踏る血芯机婆の階⑳費ち紀は不整禽関係

を含むことも港る曲北およぴ中部九州の肯欝三系ない

し串新統下部のものは炭層を禽んで細秘国衛数の炭閏

地帯をつくる.地域毎紀異なる堆穣盆地を作っており

悉就惹杓紀炭閏の名称が辱克ら牝仰嶋｡

芯勅島の維穣鍍地をみるを批九外康は飽質閲上怨

商ないし耽耽衝触沁繭策方胸⑳醜列梯顕籍恐杉縫

じぱその棄側薄側醐副該爾隈勇漸層で塞盤畿鶏三

孫塗を分げ策蔓系⑳短輸胸斜の漢勅資をふも婆鳶も⑳

帝慧⑳畿蚤な断層紀蚊れん淡葛騎層溝姦くみられる､

柳朕学松芥狐遺教鐙(亙鰯)1誠蕃艶穐鰯爆芥の

講巌顧で基盤を⑳間⑳歓鰯一瑳盤鮒層を酋籍憲藻瞭の

童翼断層湾藍鑑断層績蚊勅杉衣馬もの鉦はそ⑳僚斜鏑

度添地譲秘蔭深くな蕃縫つ勅でゆ蕃くな顯ていく曲窓

ら熔籍蔓孫熊⑳断綴⑳落藻は深部憾濠大蜜くな資巌層

も下位⑫愁酬漢蟻腕然大曹い辛錦養系は胸斜部鳶澗

綴醸鰯爾翼部漢算坤締綱粒悠な吻仰鴻曲慧勅ら⑳忽

鋤泌松添博塗は整盤断煽締芯棚忍蚊れ彩衣蕃断層は

酋錦蔓繁雛横警鱒秘ら溝動をはじめ擦積後蜜で穆劣い花�
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ものであってひいては盲錦三系の堆積盆地は堆積時か性が見出されない､

ら分化していたと結論された.字部炭閏の音第三系は始新世後期から漸新世初期(?)に

わたる地層で北九州のものと同様にいわゆる白亜紀花

野田光雄教授(王966)は福岡県粕屋炭岡を調査研究し花苗鯛岩やそれ以前の地層を不整合におおう.その縁辺部

ここには直方大辻両階の古第三系がある.篤三系との一部は長門構造線に接近した酉市付近の狭い地域に知

基盤との間は大部分カミ断層で地質構造は複雑ぽなってられている,字部炭田の古第三系には陸上では北北

いる砧地層はいずれも西方紀傾斜して濁り断層は大東一南南西の方向の摺曲をそれ紀はぼ平行する断層灘

部分か北酉ないし北北酉紀陶かい比較的に低偽度を赤カ鳴られ海域では北部のものは陸上のものと似ている

す硅篠栗町では衛入隊層(U紅d鎌虹減)太寮府町赫市域の裕のは摺曲構造も断層も棚昭一南南東方向の

には花筒岩中に数本の衝上断層があってこのような断ものが著しい中

層は北北東ないし北東にのびる.これらのことから次郎囚県北酉部の滴谷湾の周迦兜も漸新世および中新

の察実を指摘された.粕屋地域では北面から強い圧力世初潮の漬置層灘と申新世中期の油谷湾層灘と淋あり

をうはて古第三系は基盤岩の近くの東部潟よび贈部に広島大学の賜本翻夫博士ら(ユ964螂6)忙よってく薯)

おいて芝くに強い蟹乱をうけ花苗麗動の余波はさしく研究されている,白亜系の硯看層灘流紋岩類お

ら紀三郡変成岩地魏をこえて筑豊炭剛れおよぴよび吉第三紀の玄蔵砦や安凶砦の一部などを不整合紀お

そζ紀も多くの歓層を生じ花卑筑豊でも東方基盤岩類おりている｡この胞層灘の南限は断層で申螢界との

絶接する所では常㈲眺西方陶悠のびる向斜構造湯沸間を壊する秘この断層は東紀陶かってのぴその一部

達した.断層の発麓も粕震紀似ている自断層の生成は北に響曲している由凄だ油谷湾層灘の一部では北

は､薪第三紀末期の周東海銘殻変動はり淀と凄れる｡からの圧迫で地層が逆転されているところが見られ

中部九州の第三系にも多くの断層が移るが北九州のる.第!81および工82図にこれを示す｡

.よう紀堆積盆地の周辺をぶ葛竺るものは少なくかつ地

質構造との関係は北九州のものほどはっきりした槻則四国の松山繭東方の看鑓山付近惟は有孔虫脇差鰍舷

†

s11:藁奪争

鰍}蝋

第搬鰯竈1醐如嚢は婁形成嚢叙淀買諸愛擁勧繊轍砂媛綴の横鰍鰯鱗状簿遺の蒐敬鰯

機織鰯鈎の繭側で縁顯脇豆竃総鱒繊を毒彬繊慈杓で専喝鱈醐童飽綴釣蓬陶蒲次ぴ籍鱒鮒副繋ぽ鴬爽する麟繭であ蕎瀦籍湾綴灘洲凝羅綴

鞠欝阿久源(鰯水和爽ら至難唾)

親8獺漉谷湾綴欝紀み島杓る繊鰍欝斜(瓢婁聰幻轡斜部写真)�



翻薯鰯

頚錘山付近の

麹質断面図

(堀違和衛1957〕

北北薫'`閑111

1蜘

§弐｡A字一如

醐ヒ画

へ㈱

二{臓ill'

鯛馴

勲簿鮫

門塞醐竈

1理

1一一;

ヰ寺1㍗莇苛｡

}憾二㌧

1㈱1

螂ぬ(O般酬鵬脳)を含む始新統の久万層群とζの上

海聯新棋以降の看鑓層灘がのる由久万層鮮は領家

三波川面帯を不整含に潟おい中央構造鰍はって切断

書れ句三浪州帯の上のものは錦蝿3関ば見られるま

うは最も商いところでは不整面が標高夏､700㎜付近に

ある｡久万層灘と石鑓層灘とはかって整合関係に勅

るとみられた秘永弗潜望愛媛大学教授(工9艶)により

て不整合が発屍された由看鑓層灘は中新世の火山岩

類によりて整合におおわれ面河花陶岩類など1はりて

真かれる.花巌岩火山岩類の双方は有鑓層灘の堆積

と密接な関係にある､第脳図に始新世帯潮の吉地理

図を示す串

第18姻薩翻買求古第;縄中部始新境の背地理図

く詠締溝三工9鈴)

濠久万層灘の下準部二名層と上準部の明神懸との間1ごは不

整含が存在することが教勢先生(ユ鰯)1はりて籍兇され淀｡

二名層は三波川欝の変成醤の礫だけを含む礫岩によ織で三波

川帯を不整合熔抽お多秘明神層は帝爽構造線の北側⑳内帯

の地層と二名層とを不整合に拍鵜ゆている,閉神層を構成す

る礫岩ばは変成吉生界領家帯の花騎岩類櫛泉層灘なぎの礫

蜜多く奮勃.忍⑳簑塙層には有孔簸な繊掬ら扱鯛神層に

は画肋狡糠穿磁夢脇差鰯虜蔦滅む◎なぎ植物化看が鑑蔵養れ蕃､

c西繭臼漆鉢欝の古篤三系

耐斌隈山地の東側紀は常磐炭禺の漸新統自水屑灘な婆

がある.ここでは酉蘭目本外帯に似化性格が茜る缶

西南目本外帯の酋第三系はいわゆる鰯万十帯のもの

である､四万十帯の主部はかつてジ嵐多紀後半から

自亜紀にわたる地層と誇尭られ未匿分率生界をよばれ

ていた.最近では自亜紀や宵第三紀の化石のみでな

く中新世初期の化煮裏で発蒐されてきて四万十靭ま

後期中生界から串新統下部にわたる累層群であることが

判った.前にものべたぷうに九州の四万十帯の北部に

は白亜系(～)諸塚層灘&吉篤三系(?)南郷層群カ茎あって両

者の間は衝上断層で分かれ両層灘とも北酋紀傾きか

九州の市域には目南層群カミある.首藤次男博士(19

63)紀よってくわしく研究されている吉冒高層鮮は2

つの互層鮮からなり下部は頁岩にと漉簿南亜層灘上

部は砂岩の儀勢な酒谷互層群でそれぞれ厚さほ玉里五〇〇

18㎞の基塵襟岩からはじ護る累層で筆者はかつて礫

岩の下記は平行不整合があると考定だが今でほ時代を

示す間隙は存衣しないと屍られているようだ.

首藤博士によると漸新世を中新挫との壕は南郷層刺こ

あると考克られている苗その土記滝ケ軍{層がのって

くる苗瀬谷配層灘の下準の赤根層は下部に尾錯山粗粒

玄減岩をは慈む｡上半の大夫敢層は下部に顕著な襟砦

と砂岩おの互層がある鶉繭郷層は杵島津ケ乎層は芦

屋務根層は相浦大矢取鰯は偉位保の北抽よび岸部九

州の各層灘紀対跳される硅鶏狐表1蝸本周辺(環太平

洋変動帯)の地層と造構造観象の対比表を示す.第185

図は属繭層灘の地質構造の特徴を示し花ものである.

図熔規られ蕃ように短軸の肉鷲斜をつくって激しく擾乱

される皿最下部の市木層の露出した拳島村近には複背

斜添あり北方の冒内層欝との間紀は複向斜が存在する

こあは聞違いない｡しかも南郷層群の地質構造な妊か

らみ篭と慈きの複南斜の北には再び複背斜構造によっ�
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策21表

日本および東亜⑳灘太準溝裟動帯の地層潟ぷぴ遺構遺現象の対比表
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て橘餓茎行なわれているはずである昔鶏螂関紀漸新

世後期の市木層の時期の九州の酋地理図を系す硅

四万十帯の地層は北部の古いものか一般にはげしく蟹

乱され南紀肉かう紀つれて(若い時代のものほ竺)擾

乱の程度淋低い像簡に渉る.四万十累層灘全体をして

みると層位学的にも構造的にも酵代の閥隙を矛す不整

く首藤泳勇工嚢磁)

合は見出されていない.これら

のζとは中生代以降の地殻変動

を歯い地層ほど激しくうけその

規模は古いものほど大きかったと

思われる.

四万十帯の地層は延岡の北亙方

で見立礫砦と祖母山火山岩延

{似性1から1上首醇負璽第&考史ら:牝たり

中新統&みなされ花りす蕃刮

庵州礫岩紀ついても時代は不明確だが松本先螢(鵡

42)は廃川層基底の不整合を宮崎層群の基底の不整合一

と同様に重要な造構造運動期を代表するとのべられた.

富崎層灘は有孔旗のψ燃1必概のほか多くの貝

化石を産しはつ巷りした弗新世の公海性堆積物で日

南層灘やそれ以葡の地層を明瞭な頓斜不整含でお潟りて

いて鰯万十累層灘から除堺密れる卑

欝麟鰯このよう悠九州の四万十瀞の地層灘紀は宵籍三系巌

襲鯖溺灘⑳錐質

機鑓箪発ででなくさら紀新しい中新世初潮凄芯の地層を含む苛

隻沸米祥榊払2滋ケ平泌鎧状構造婁

麗玖出鑑拭構鐙一看沫願穣殉斜遂弱錯凶

率錘拭構澄一大衆簸額胸鱗餐小餓出一凶

織鎧状雛遼餐減原擦ドｰゑ一爽簿鰐背鱗

緊鰯鑑泌鐙拭機遺墨兎壌鍍状構澄嚢

締ケ蹄一椀繊胸斜夏⑪藪鰐一瀬簿滋鱗穣簡

斜玉豆瀬弱篤一禽掛流動欄繭鰺玉婁宿騎

瀦動欄鱗匿至鎗沫繰滋鋤複背斜至熾

軍泌努繊診ク傭騰罵翻ζ薇杓叙で構造顯

壷鋤愛芥鯛)短翻陶鱗愈漕鱒よ夢績鳶か紀

艦勢で幾澄むと星殉1鷲鱗の蟻禿⑳鮒ζ流

鱗小禰繭⑳隊繊淑霊嚢みこ畿扱てな喝ζを繊

ζの蝿隊の雛叢の大慈な縛徴で亀義

艦幾靭凄窟騰鰯簿分布匿載綱銘機造)

(嘗藤次馳9鑓)

撤8鰯

纐綴徽後鰯(市木層)の丸僻ゆ首鍛饗働

錯綜瓢嚢泳繊無地部分は鯵地壷添す､

嚇沫煽約鰭締⑳鱒側の鎧地は点線の繭藻側紀

畷ら扱仙吹野能憧もあ蓬(嘗藤次男鰯3)

的に大きい円礫亜円礫亜角礫

がら構成され大崩山村近の申新

世の花簡砦樽鉦りて賛入接触変質

をうはている､地層は圧遣をう

はておりこの恕め礫が扁平紀な

りたものもある､衝上地塊によ

る圧遺を受げだかも知れない再

化宥を産出しないので亜確な地

質時代は判明しないが岩質の類

その産状からみて�
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同様のことは四万十帯だけでなくその相当層にも広く知

られている.

那古第三繕⑳飽穀繁勤

前にのべた通り中軸部に当る北九州や酉串園の古第

三系と酉南貫本外側の四万十帯のもの外側でも申軸部

をやや外れ杷串部九州のものとの間1ζは岩質や構造的

紀かなりの叢がある由こζでは篤もに構遺的な差異を

のべよう由

北九州の古第三系の周囲の断層は堆積盆地の形成と

平行して生じ構造盆地の生成ぽ関専し恕想げでなく

その後凄で清動添つづいた苗ごれは墓盤をなしてい

る花陶砦や申古生界が蜜ず隆趨して削鋤慈れ花闘砦

類などを露出さぜた後紀おいて盲第三系秘堆積し績じ

めたか堆積帯からその後婁でを通じて基盤秘たえず

動籍しており可塑性を央りた基盤を歓弱な堆積物と

の間に歓層を生じたと解釈で巷よう皿暁新統にはは

っきりしたものが少ないことは暁新世で陸化されてい

たか始新披前紀大巷な削剥を伴う隆趨がありたかのい

ずれかで多分この頃慰串園地方から北九州にかけ

ての花鶴岩の大底盤の露出茄鉦噌たと屍られる｡北九

州の吉欝三系に伴う断層は北北酉一商南東であり油谷

湾付近の第三系の南限の断層添東西性であることは地

背斜カミ瀬戸内を通り酋に沈んだ東茜性の轍をもって

いたことから申翰部紀当る北九州と北翼部に当る漁谷湾

との違いが生じ花ように思われる.字部付近の構造は

陸上では北北東一南南薩海滅では北北砥一商南東の方

向をもっているがここでは地背斜の軸部紀近いので

変化がありそうして翰部の北側に属するものと商側

とに分かれて構造に差異を生じているとみるごとも可

能ではなかろうか苗申部九州の古第三系には北九州の

ような特徴は見出されないカ童多くの断層は如られてい

る山地背斜の輸部より遠かったけれどもやばり基盤

添かなり可塑栓を朱っていたとすると地殻変動によっ

て断裂を生じたのであろう苦

これに対して漢だ剛化書れていない地殻をもった四

万十帯の盲策三系は地背斜の生成に伴り危橘曲とか

衡上断層を生ずるような擾乱を受げた.九州ではさ慈

にのべたように少なくとも篇つの複背斜とヱつの複陶

蕊酋欝豆縄の中央構遺線

市ノ洲鰭騰⑳藩勤

穐療層灘は複陶斜を形成す納ミその軸は南紀片寄り

その繭縁は串央構造線によって切蕨されている畦小林

先生は小松市の商方の市ノ州の三波川欝の北縁部で

北ぽゆるく傾斜する断層掬醗砦を認めもをは三波州帯

の土紀のっていた租疑層灘が低角度の盃騎層で北側

紀すべり落ち相対的に繭側の三波州帯淋上昇し花&み

なし施ヨ領家三波川両帯の闇の古い申央線紀そった

弱線に準地肉斜秘できそこに和象層群カ婁堆積しζれ

が肉斜をっくりそれを切断し淀断層運動を市ノ川跨階

の運動&し花苗その時期は翻巣堆積後看鑓山第三系

堆積前である｡松山の東方には申央線に欝曲部があっ

て小林先生は桜樹携曲の名を与免た甜この付逓でほ

和泉層灘は北にゆるく僚く戯層で商側の三波川帯紀擦す

る辞ここで蒐られる断層も市ノ川時階の変位によって

生じ危もので古い断層が市ノ川時階紀再動したという

見方をとっている.

違いない苗衝上地鏡の根淵蜘されてし襲免ば地背

斜が隆趨してもクリヅペを転位慈せるカを朱なうであ

ろう苗湖セ波川帯の隆起の時期1ζは領象帯は沈降期

か蛮液は上昇を帝絶してい淀であろう､潟そらく中国

地方滝広く露出する自醒紀花陶砦類の貫入滅その頃の

もの詮恩わ机蕃苗帯園底盤の広い露繊が始新統に抽

お勅れるζとから暁新世から始薪笹初期の間に地背斜

の蒋溝動があっだと見るべき芯価名称添適当でないか

も釦れないがこの運動を市ノ川時階に当てよう.�



�

注量近発見された久万層灘の下串の二名層と上率の明神層

との間の不整合を考えると次の欝実を強く指摘しなくてはな

隆起は領家帯愛激しく上昇慈世施紀濫い伽･｡(4)鯛神麗の

礫糊ζは肉帯側の潜宥が入櫛てい嵩ので粥神層の堆積で爺奏

れる沈降は湖沼などのようなもので量として額譲欝の沈陶こ

よったで彰るラ.このよ警紀箆ると姶新徴でも頓謙と三浪州

雨帯の剛ζは違棚花活動秘あ榔危ので串央構造線縫何等かの

欝饗を与党だ怒るう､これ秘布ノ川時階かも知れない吉

ζと紀よるとさ嚢紀のぺた麗動紀別の名を与えるぺ書かも鋤れ

ない｡不整合の発見は脱稿後なので澄釈としてカ肢ておく｡

(エ)和泉層灘と三波川(授瀞)変成岩迭蜜擦ず蕃よう慰し淀運

動が最も苦くて南から北への衝上で琴線糧灘堆積後岸

部始新統狐源麗灘機穣前

(2)久万層灘の基底礫砦薮下盤葬腺層麟塗上盤をする北か島

南への逆断煽久万層欝後上部事新睦の火山砦瞭出潮

(3)宥鑓{断麗崖硲示ず涯餓嬢鱗新機栄潮触叱翼新抵初類

(遂)泳弗先生(脇餐)の鰯村麟層談施は北側の翼新樹堆積物グ)

土に南側の籾凝麗灘秘街上翼新徴噺～末期

に遂分し小林先生(19姐蝸0)の市ノ川時階の運動

は存在しない.

(1)の変動は南側三浪州帯の大隆起によるもので川之江

市川滝において和泉層灘に内かって南から三波川帯が

走向N80.E4がSで傾斜する衝上断層で示される.

中区では第五期でおそらく商から北への衝上第2期で

は北から寓への衝上とし危,東区では小林先生の鹿塩

時階のものはなくて砥部時階のものと同じであり北

淋ら繭へ衛士し花領家帯林和泉層灘と中区との構造線

をご吏て密らに南側の三浪州帯の一部葉でをおおうに

至った.これは中区の篤2期の運動と同じ頃で大峯

衝上地醜の生成と闘連性をもち始新世後であろうとさ

れ淀､矢部先生(螂3)は久万層灘を&もに志井囲助

教授(螂2)による紀伊半島嘩央部の宥孔旗③砺絨徽

を含む始新統率輿層淋海抜互事?雛独の高所にあることに

注意慧れ中央構造線の滑動を論にだ.憲井蘭先生に

よれば秩焚黒帯の吉生界川上層灘が北から南に向か

って鯉万平帯の賢高層灘の上記衛上する.一部の地

域では削剥されて大峯衝上地擁紀は準窓淋できて簿

高層灘は川上層灘の分布地域ぽ湾入して現われその寓

北方胸の長慈は亙搬紀わ施り御荷鉾構造線に接近して

いる咀大峯地擁の変動の時期はジ猟ラ綿後期から始

新世前とみなされ恕司(地質黒孤一ス醐号第7姻参照)

矢部先生は紀伊中央部と鯛園とで始新世海進後に

地殻変動地盤昇降削剥状態の総和添ぽぽ同じであ

っ花ごとに注鴬し花甘婁た串奥層に似た砕層岩脈愈棚

上層灘の衝上体から日商被衝上帝凄でを貫きこれ添背

斜部紀現われかつその背斜部の延長方陶の三波川帯

(長瀞帯)に背斜部が蒐ら虹ることから衝上活動は中

奥層堆積後と考吏られた.

鰯万十帝紀は古第三系がら中新統の初期堆積物との間

はは大きいギャップ茄認められ祖く中新微中期の堆積

物との間に大慧なギャップがあることは串新世初期の

地層が中生代からつづいだ地殻変動を受は花ζとを示

す.前にのべ危ような串軸部に潟げる緩急ないし

は間欠的匁変動秘南ぽ遠く離れ花地域ではフジッシ

盈型の堆積物⑳構成層の変化(砂岩と頁岩との量の多い

少ないの差)とか地層の擾乱という形で表現され花｡

であり新しい古第三系牟婁層弾のものには深成のもの�



首藤助教授は賃高層群の研究から

(1)南郷層堆積直前の同変動の腿芽時階

(2)目南酒谷両亜層灘閥の第1時階

(3)酒谷後富崎層離間の不整合で示窓れる第2の主時階

互層灘の地域では狭い地域で沈降がはげしく粗粒

の物質を堆積させ主蒔階では隆起が最大に達したとの

べた.この見解は神々意味深いものを含み多くの点

で同感すると芯るが多いが第五時階において不整合が

見出巷れないと慧無堆積区を明確にされたこ当紀ついて

一抹の不安を感ずる｡

首藤博士は高千穂変動は中生代からの造山輪廻の発展

過程のうちに含まれるべきで独立の輪廻として切り離

含めるべきであるζとを主張する｡

畷瞭繍潰か蔭はに寮つ走薪しい地殻薮動

ほぼ同じ時期は地繊を異紀して生じた変動は同じ系統

のものかりか判断に迷う古しかし佐川造山からつ

づく地殻変動と他の変動とほ多くの異質のものが見向慈

れる.

中新樹瞭から起二った新い㌔型¢)地殻変動は東北員

本ではグリンタフ変動とよばれる軸グリン稗フは塩

基性ないし中性の海底火山活動によった火山砕層砦類に

とむ地層で北海道から山陰にかけた買本海沿岸および

○仙肚m

紀

第187図新第三系の分砺と地質構造(高井冬二ら1967)

フ津ツサ球グナ地帯を通って伊豆地方まで達するもので

ある岳海底火山の噴出物につづいて砂層岩の堆積が

.あった.この地層は裏黒本の油団地帯を構成する簾三

系を含んでいる.これらの堆積した北海道からフォッ

サマグナをへて僻立方面1ひ吹る&ころはいわゆる羽

越地向斜ま花は瑞穂一フ攻ヅサ亨グナ橘曲帯の名でよば

れる.第18?図にグシンタフの分布などを示す帯

関東山地北西部の三坂層は中性ないし塩基性の海底

火山活動によった堆積物から構成され中新世初期を示

す有孔衷を含むとこる秘ある苗三坂層はかなり大き

な石英閃緑岩などによりて貫かれる｡三坂層の一部で

ある丹沢層群は石英閃緑岩によって変成作用をうけて

いることで有名である.多くの学者によってよく研

究書れている.ここでは要約のみに止める皿丹沢山

塊を構成する石英閃緑岩の南側虹は変成書れた丹択層

群秘分布しその繭鮒ζは中新世の足柄層灘が分布する串

る｡とこる秘埼玉大学関陽太郎教授ら(1968)による

と丹派足柄繭層灘の変成は北から粛紀向かって角

閃砦ア我芳ノ閃有縁亀片岩ブドｰ石パンペリｰ局

ダク沸宥宥英ソク沸宥看英の蟻帯に分帯され衝上性�
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第22讃篶ゆう紬･の諸説1はる九州南部の新生代地殻変動の層序的関

係

↑

麦

洲

審議

書

周東海変動の厳屈曲紬鑓運鰍の時階

(小藤1集部)

平坦磁の形成(失翻)

周東海変動の摺簡時階ζ矢部)

鷹1γ

去貝南層群の蟻籏(松本･轟観)

(古第三縄層の堆猶大塚1小林)

自堕系の堆繊(小藤)

(首藤淡躍総携螂3)

断層とは無関係すなわち変成帯は隊層紘よりて切蹴さ

れていないといわれる.このことは裟成作用は歓層の

生成後紀終わっ花ことぽなり看英閃緑砦の貫入溌変成

作用を与えたと考えることとは矛膚するようにみ克る串

変成作用の時期について新しい兇解一一変成作用はか

なり長い期間にわたって作燭奮れた一一あ考免ねばなら

ぬことになる.K一皮法などぽよる変成砦の絶対年代

の値が地質学的解釈よりも着く添窓れる頓商にあるこ

とと併世て考へ何等かの意味を奮鹸かも知れない｡

フォッサ呼グナの地帯は三坂層なぎのグシンタフが

堆積した東西に狭く南北に長い地帯でこの地帯の形成

は中新世より古いことは明らかであるが正確な跨期は

1ンば

9:驚震/蛎十帯

笹:臼杵↑八代構造線

h:仏像一義州機箇綴

C:蕪閥一紫属似構造線

鎌鰯驚鮒薬

第23表繭九州の花開質堵肴のK一淡瀞ζ漢る鰯対締代測定償

(榮囲寮ら豆鱗2)

判らない.人によっては中生代末ぽはすでにそのよう

な堆積盆がで巷ていたと解するものもある.第棚図

はこの地域の生成史を示したものである硅

酒南員本外帯紀はきき紀⑳べ花月派地域やその北

方の石英閃緑砦紀州の熊野酸性岩九州の属鈴山火成

岩高隈一犬隅花鱒砦屋久島花筒岩その他四国の河

西昆摺岬等の花筒砦類が貫入している哩これらのう

ち紀は延岡付近の大崩出花筒岩と遠蒐山火成岩石

鐘山の河繭花筒岩と看鑓層灘の上位の火鱒岩類等は密擦

な関係にあると考えられる.いずれも串新世後期ない

し末期のものとみな慈れる｡第23讃は地質調養所柴閏

賢技官ら(螂2)がケンブリッジ大学の薫鰍ラｰ教授

と共同研究1はった蘭九州の花筒砦類の絶対等代測定値

で花陶砦類の分布を産地とを第搬図紀掲げた岨

九州の宴跨層灘で代表される中新世中期頃は全国的に

大さ控海進湯嶋り花色申園地方で見ると山陰瀬戸

内の両側のほかに内陸部では姫路津山新見東城

崖原を結ぶ肉陵盆地に古くがら傭北層灘とその相当層淋

蝕られ内海性の堆積物とみなされていた.中新世の�



第工90図

申期中綴横後潮の古地理図

新鏑蔓紹⑳うちで最も大きい海叢期であ

る會簾望紀以前からつづいた古い大

陸に申新横初期から海永があふれてき一

た中期中薪世の後期には今の貝本海

のある部分も広く海になってきた北

灘遣の賢商一紳屠古簿の遺泌帯の隆趣凌

濠鶯弱かゆ液批吻れる就鱗な婆部

鈴鮒こ績翻ま退セ吹とζるも亀櫛液

ダ蔓ン夢ブ地域で絃申潮栽初期頃の海底

蹟火は爽制こ盛ん芯岱淀がこの頃にな

ると玄識砦の貫入ポあ慨たほかで獄火

凶溝鰍重淋並類に入脅淀蟻ンタｰは

地層の爆慈から算幽慈叙液深さ

虫q卿棚肋αω徽μ伽磁燃加ψ0･

多2加H舳孤WA等を含む公海性

堆積物が見出されることから中

新統勝囲螺層は橘臨養れて波打ち

背斜部虹当る山･爵部の地層は大部

分梢1j鋤され低地では向斜部が

広く残存したとみなし危由

中園地方に広く凝入した花鰯岩

類の清動とその後の隆趨すなわ

ち串新統堆積前の不整合襲でが佐

川造山運動の影響であり傭北層

灘や塩啄累層の堆積虹よる沈降は

新い､地殻褒動とみるべ慧である

う.しかしどこ凄でか肯いもの

の続きで塚こからカミ新しいもの

であるかの判断は伸冷むずかしい岨

ここでのべた古い動きは異質の新しいもの紀全くおき

かえられたかとい克ば必ずしもそうではない曲卑近

なたと克話をするならば｢大総崖さん秘領家をいう本

店で商売をしていたが硬直化現象によって商売1かむず

(纂者ほ地質部地質第2課長)

諏丞打5号

2頁左柳9行驚棉と誇象…か紬･塀を“かまたは浅脚こ買入したもの

であるう屠にす駄餐賞宿詞蝸行層元教授は敵教授の誤り圃

23行屋

“く時;こは…のカが瀞いを鰍除餐頁:右列狐行周“のように"を

引用レζ苗に唾猫鰯砦閑緑幾鼻を曙花麟閃緑猪苗に直す7質篤

180灘()削拠籍鰯淡簸ら蝦繍畑誤リ�


